
保護者等向け　放課後等デイサービス評価表
公表日：　2026年4月30日
事業所名：放課後等デイサービス　放課後等デイサービス チル・リブ 多摩川ルーム 対象人数（保護者）27人　回答者数 25人　回収 92.6%
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1
こどもの活動等のスペースが十分に確保さ
れていると思いますか。

18 1 6

全ての設問に対してですが、今年
の3月から利用してまだ3回しか行
っておりませんので、全容が把握
できておりません。

公園や他施設等を利用し、工夫して分散をしな
がらスペース確保できるようにしている 。今後
保護者の皆さんに、活動を公開できるできる場
面を作っていきたい。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 15 3 7
保護者会、お便りで職員の紹介を行い専門性な
どを公表する。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく 構造化
された環境（※1）になっていると思います
か。また、事業所の設備等は、障害特性に
応じて、バリアフリー化や情報伝達等への
配慮が適切になされていると思いますか。

12 6 7

子どもに分かりやすく構造化された環境を継続
敵に実施し、バリアフリー化の配慮も継続して
いく。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環
境になっていると思いますか。また、こど
も達の活動に合わせた空間となっていると
思いますか。

18 2 5

5Sを継続して実施していく。活動に応じたレイ
アウトを進めていく。
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5
こどものことを十分に理解し、こどもの特
性等に応じた専門性のある支援が受けられ
ていると思いますか。

19 3 3

専門性のある支援なのかは保護者
も知識がないため、わかりかねま
す。ただ、子どものことを真剣に
向き合って考えて下さいます。

利用者及び保護者のニーズにそり特性等の応じ
た専門性のある支援を継続します。

6
事業所が公表している支援プログラム
（※2）は、事業所の提供する支援内容と合
っていると思いますか 。

23 2
子どもたちの状況により、支援プログラムに柔
軟性を持たせて対応していく。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護
者のニーズや課題が客観的に分析された上
で、放課後等デイサービス計画（個別支援
計画）（※3）が作成されていると思います
か。

23 2

本人支援を中心に家族支援や地域支援も踏まえ
た計画書を作成していく。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等
デイサービスガイドライン の「放課後等デ
イサービスの提供すべき支援」の「本人支
援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す
支援内容からこどもの支援に必要な項目が
適切に設定され、その上で、具体的な支援
内容が設定されていると思いますか。

22 3

本人支援を中心に家族支援、地域支援、移行支
援を継続して設定して具体的に支援内容を設定
する。

9
放課後等デイサービス計画に沿った支援が
行われていると思いますか。

21 2 2
放課後等デイサービス計画の事業所内展開を適
時行い、職員全体で統一した支援を実施してい
く。

10
事業所の活動プログラム（※4）が固定化さ
れないよう工夫されていると思いますか。

22 1 2

土曜日の外出イベントは多彩で子
どもも参加したいと言っています
。いろいろな経験ができるのもと
てもありがたいと思っています。

利用者の笑顔がたくさんになるような 活動プロ
グラムを工夫していく。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地
域の他のこどもと活動する機会があります
か。

7 4 3 11
子どもたちの発達状態を加味しながら、他施設
や地域との関わりを計画、実施していく。
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12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プ
ログラム、利用者負担等について丁寧な説
明がありましたか。

24 1
面談時、保護者会、お便り等により、運営状況
の説明をしていく。

13
「放課後等デイサービス計画」を示しなが
ら、支援内容の説明がなされましたか。

19 2 1 3
これから聞く予定です。 「放課後等デイサービス計画」を示しながら、

支援内容の説明している。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログ
ラム(ペアレント・トレーニング （※5）等)
や家族等も参加できる研修会や情報提供の
機会等が行われていますか。

20 1 4

保護者会時に研修会を実施。お便りにて、ご家
族に有益な情報を提供していく。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い
、こどもの健康や発達の状況について共通
理解ができていると思いますか。

20 4 1
保護者会、お便りで職員の紹介を行い専門性な
どを好評します。

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等の
支援が行われていますか。

22 2 1
定期的な面談を行っています。その他LINE等で
子育てに関する助言支援を行っている。

17
事業所の職員から共感的に支援をされてい
ると思いますか。

22 1 2
子どもは支援員さんが何をしても
僕を受け入れてくれると言ってい
ます。

利用児童に対して共感的な対応が出来るよう職
員育成をしていく。
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父母の会の活動の支援や、保護者会等の開
催等により、保護者同士の交流の機会が設
けられるなど、家族への支援がされている
か。また、きょうだい向けのイベントの開
催等により、きょうだい同士の交流の機会
が設けられるなど、きょうだいへの支援が
されていますか。

19 3 3

放デイによるきょうだい向け支援
の必要性がいまいちわかりません
。
ほかの事業所と比べて多いと思い
ます。

保護者会で保護者の交流を深めていく。兄弟支
援はニーズがあれば対応していく。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて
、対応の体制が整備されているとともに、
こどもや保護者に対してそのような場があ
ることについて周知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ適切に対応されて
いますか。

22 3

手厚い対応を実施しています。さらなる満足度
向上を進めていく。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされていると思いますか
。

24 1
連絡帳等で伝達を継続する。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、
活動概要や行事予定、連絡体制等の情報や
業務に関する自己評価の結果をこどもや保
護者に対して発信されていますか。

22 1 2

チルリブ通信楽しみにしています
。

チル・リブだより、HP、SNSにて活動の状況を
発信しています。

22
個人情報の取扱いに十分に留意されている
と思いますか。

19 2 4

写真の掲載について、入所する際
のアンケートに載せないで欲しい
と答えたが、ホームページを見た
ら載っていた(顔は分からないよう
になっていたが)
活動の様子が見られたので良かっ
たとは思いますが、個人情報なの
で、提出した書類を十分確認して
欲しい

大変申し訳ございませんでした。アンケート結
果を正確に反映できるような仕組み作りを進め
ていきます。
年に一回のアンケートを継続して、個人情報の
取扱いに十分に注意します。
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23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時
対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等が策定され、保護者に周
知・説明されていますか。また、発生を想
定した訓練が実施されていますか。

11 3 11

マニュアルがあると思っています
が、保護者にまでは伝わっていな
いです。

保護者会時に確認できるよう準備を進めます。
また、その他の周知方法は要検討。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期
的に避難、救出その他必要な訓練が行われ
ていますか。

9 2 14
年に2回の避難訓練を実施している。

25

事業所より、こどもの安全を確保するため
の計画について周知される等、安全の確保
が十分に行われた上で支援が行われている
と思いますか。

14 1 10

保護者会時に確認できるよう準備を進めます。
また、その他の周知方法は要検討。

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に
、事業所から速やかな連絡や事故が発生し
た際の状況等について説明がされていると
思いますか。

17 1 1 6

・特に長期休みのお出掛けで震災
が起きた場合、保護者はどのよう
に動けばよいか、決めていただけ
ると助かります。
・足を引きずって歩くような、診
てもらった方が良さそうな怪我を
したら、速やかに連絡してもらい
、わかりやすく状況を伝えてもら
いたい。
・事故が起こっていません。

事故、大きな怪我が発生した場合は、迅速に保
護者様に連絡をすることとなっていますが 、不
十分な部分のあるため、さらなる見直しを実施
。小さな怪我等は帰り送迎時にしっかりと伝達
していく。
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27
こどもは安心感をもって通所していますか
。

22 2 1
不安の強い子ですが、送迎や橋分
離など段階的に受け入れてくださ
ったので安心して通えています。

安心感を持ってもらうよう全職員の意識付けを
継続して行う。子どもたちのさらなる満足度向
上を行う。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 22 3

嫌がることは一度もなく、本当に
毎回楽しみにしています。
いつも楽しそうに迎えてくださっ
ていて、本人はとても楽しく過ご
しています。

全利用児童が来所を楽しみにしてくれるような
努力を継続していく。

29 事業所の支援に満足していますか。 23 1 1
さらなる満足度向上に向けて、計画を立てて進
めていく。

※1 「本人にわかりやすく構造化された環境」とは、こども本人がこの部屋で何をするのかがわかりやすいよう 、机や本棚の配置などを工夫することです。

※2 「支援プログラム」とは、事業所における総合的な支援の推進と事業所が提供する支援の見える化を図るため、事業所で行われている取組等について示し、公表することが求められています。
※3 「放課後等デイサービス計画（個別支援計画）」は、放課後等デイサービスを利用する個々のこどもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援方針や支援目標及び
達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者 が作成し、保護者等への説明を行うとと
もに同意を得ることが義務付けられているものです。

※4 「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。こどもの発達の状況や障害の特性等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。

※5 「ペアレント・トレーニング 」は、保護者がこどもの障害の特性やその特性を踏まえたこどもへの関わり方を学ぶことにより、こどもの行動変容することを目標とします。


